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宮古島市の人口 54,472 ( − 1)

平 良 36,918 ( − 4)

城 辺 6,135 ( ＋ 4)

上 野 2,993 ( ＋ 2)

下 地 3,050 ( ＋ 7)

伊 良 部 5,376 ( − 10)

男 性 27,112 ( ＋ 9)

女 性 27,360 ( − 10)

世 帯 数 25,502 (±  0)
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2016

（平成 28年 )

No. 124

宮古島市の人口

(11 月の人口動態 )

転入 101  転出 106  出生 56  死亡 50

平成 27 年 11 月 30 日現在
※ 人口は外国人数を含む

寒空に灯る 暖かなツリー寒空に灯る 暖かなツリー寒空に灯る 暖かなツリー

砂川 楽空 くん

父：隼人　母：利賀子

      ら  く

平成 27 年 2 月 20 日生まれ・平良

元気な BABY 募集中！

詳しくは広報係まで TEL ！

☎ 72-3750  FAX 73-1645

E メール

ph.pr@city.miyakojima.lg.jp

九州・広島宮古ふるさとまつり（11/21.22）

クリスマスイルミネーション・カママ嶺公園多目的広場（1/6 まで）

九州

九州

九州

広島

広島

広島

広島

広島

広島

福岡で響く三線の音 みんな笑顔で「はいチーズ！」

フラは全国に広がっています 下地一家による勇壮なエイサー

やはり最後はクイチャーです 役員も一丸！そろいのハッピ姿です
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
宮

古
島
市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
宮
古
島
市
議
会
に
対
し
、
温
か
い
ご
支

援
と
深
い
ご
理
解
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
宮
古
島
市
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
伊
良
部
大
橋
の
開
通
で
一
年
が
始
ま
り
、
ま
た

合
併
10
周
年
を
迎
え
て
、
祝
賀
会
や
多
く
の
関
連
行

事
が
開
催
さ
れ
、
大
変
に
ぎ
や
か
な
年
で
あ
っ
た
と

存
じ
ま
す
。
特
に
伊
良
部
大
橋
の
開
通
は
、
観
光
の

新
し
い
目
玉
と
し
て
観
光
客
の
増
加
に
寄
与
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
も
引
き
続
き
、
観
光
資
源
と
し
て
、

観
光
産
業
を
始
め
地
域
振
興
を
牽
引
し
て
い
く
も
の

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は「
さ
る
年
」で
す
。「
丙
申(

ひ
の
え
さ
る
）」

だ
そ
う
で
す
。
干
支
の
「
申(

さ
る)

」
と
い
う
文

字
は
、
樹
木
の
果
物
が
熟
し
て
固
ま
っ
て
い
く
様
子

を
表
し
て
お
り
、「
丙
申
」
の
年
は
こ
れ
ま
で
の
頑

張
り
が
形
に
な
っ
て
い
く
年
だ
そ
う
で
す
。
宮
古
島

市
に
お
い
て
も
、
合
併
十
周
年
で
こ
れ
ま
で
、
環
境
、

交
流
、
文
化
、
健
康
、
生
活
基
盤
、
自
立
、
こ
の

６
つ
の
単
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
新
市
建
設
計

画
の
目
標
に
向
け
、
行
政
と
市
民
の
皆
様
の
協
働

に
よ
り
、
施
策
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
。
そ
の
成
果
が
芽
を
出
し
始
め
て
お
り
、
合
併

11
周
年
の
今
年
は
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
間
の
新
た

な
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
ま
す
。

　

宮
古
島
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
宮
古
島

市
が
よ
り
豊
か
で
活
力
が
あ
り
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に

応
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
丙
申
の
今
年
、
未
来
へ
向
け
て
良
い

形
が
で
き
あ
が
っ
て
い
き
ま
す
よ
う
に
、
本
年
が
、

皆
様
そ
し
て
宮
古
島
市
に
と
っ
て
よ
り
良
い
年
で

あ
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

 　
　
　

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
希
望
に
満
ち
た
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
市
民
の
皆
様
に
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
市
政
運
営
に
対
す
る
格
別
な
る
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
1
月
に
圏
域
住
民
の
念
願
で
あ
り
ま
し

た
夢
の
大
橋
「
伊
良
部
大
橋
」
が
開
通
し
、
伊
良
部

地
区
の
住
民
の
皆
様
の
生
活
環
境
の
改
善
は
も
と
よ

り
、
島
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
観
光
資
源

と
し
て
本
圏
域
の
経
済
活
性
化
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
10
月
に
は
市
制
施
行
10

周
年
を
記
念
し
て
、
島
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
参
加

の
下
、
記
念
式
典
、
祝
賀
会
を
開
催
す
る
と
共
に
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
ギ
ネ
ス
挑
戦
や
宮
古
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
な
ど
、
多
く
の
記
念
事
業
を
開
催
し
、
各
関
係
機

関
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
下
、
市
民
と
心
を

ひ
と
つ
に
し
て
10
周
年
を
祝
い
、
更
な
る
発
展
に
向

け
、
決
意
を
新
た
に
し
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
年
は
、
新
年
早
々
の
１
月
、
16
年
ぶ
り

に
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
が
開
催
予
定
で
あ
り
、
宮

古
島
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
を
得
ま
し

た
。
市
政
に
お
い
て
は
、
図
書
館
と
公
民
館
機
能
を

併
せ
持
つ
未
来
創
造
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
建
設
工

事
が
着
工
し
、
更
に
は
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ

た
新
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
供
用
が
い
よ
い
よ
開
始
さ

れ
る
等
、
市
民
の
生
活
環
境
整
備
を
着
々
と
推
進

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
水
産
業
、
成
長
著
し
い
観
光
産
業
を
更
に
推
進

す
る
と
共
に
、
宮
古
島
市
の
将
来
を
担
う
人
材
の

育
成
を
図
る
た
め
、
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
全
て
の
市
民
が
、
心
豊
か
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
島
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
か
ら
10
年
を
経
て
、
一
体
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
と
基
盤
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
旧
5
市
町
村
が
育
ん
で
き
た
風
土
や
伝
統
、

振
興
策
を
継
承
し
、「
こ
こ
ろ
つ
な
ぐ
結
い
の
島　

宮
古
（
み
ゃ
ー
く
）」
の
理
念
の
下
に
、
私
の
市
政

運
営
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
」

の
実
現
を
目
指
し
、
山
積
す
る
行
政
課
題
の
解
決

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
年
一
年
が
、
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
健
康
で
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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ＮＨＫのど自慢 16

年ぶりに開催

（１月 10 日）

市制施行 10 周年記念事業の一環として、NHK のど自慢が 1 月 10 日、マティダ市民劇場で開

催される。宮古島市での開催は平成 11 年の開催以来 16 年ぶりとなる。今回のゲストは、大

物人気歌手の五木ひろしさんと水森かおりさんとなっている。

池間地区防災セン

ター完成・供用開始

海抜の低い池間地区で整備を進めている池間地区防災センターが完成する。一括交付金を活用

して 9 千 3 百万円あまりをかけて整備される池間地区防災センターは、与那覇地区、伊良部

地区に次いで今回 3 件目。津波等の災害時の住民避難施設となる。

平良児童館完成
地域の子どもたちの居場所づくり等を目的に旧県立宮古病院跡地に隣接して整備を進めている

平良児童館が完成し、4 月には供用開始となる。総工費は、1 億 4 千 137 万円余。

宮古島市未来創造セ

ンターの建設工事始

まる

図書館機能と公民館機能を併せ持った宮古島市未来創造センターの建設工事が始まる。平成

30 年 4 月の供用開始を目指して工事を進める宮古島市未来創造センターは、旧県立宮古病院

跡地に総事業費約 40 億円をかけて整備される。

個人番号カードの交

付スタート

個人番号カードいわゆるマイナンバーカードの交付が、1 月以降、順次スタートする。マイ 

ナンバーカードによって、市役所窓口での各種手続きやオンライン申請が便利になり、本人確

認の身分証明書としても活用できるようになる。

地方創生総合戦略策

定

活力ある宮古島市づくりを進めるための、具体的な事業計画を盛り込んだ「宮古島市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」を 3 月に策定する。現在策定作業を進めているが、どれだけ実効性

のある効果的な事業が盛り込めるかが重要になる。

クルーズ船寄港大幅

増加

平成 28 年の平良港へのクルーズ船の寄港回数は、一気に増え 72 回の予定となっている。平

成 28 年の平良港へのクルーズ船の寄港予定は、スーパースターリブラ号、スーパースターア

クエリアス号、ゴールデンプリンセス号、パスティクビーナス号。平成 27 年の 13 回から一

気に増える見込みとなっており、受け入れ体制の整備を急ぐ必要がある。

全日空 2 月から 1 往

復増便及びＪＴＡ２

月より機材拡大

全日空が、平成 28 年 2 月 1 日から 3 月 26 日までの期間宮古 - 那覇間を 1 往復増便し従来の

6 往復から 7 往復とすることを発表した。また、JTA も平成 28 年 2 月 10 日より機材拡大を

行い座席数を従来より 20 席増加することを発表した。本市の航空路線は、スカイマークの撤

退と観光需要の増大等によって満席状態が続き、住民の足としての利便性が低下しつつあり、

需要の多い年度末の増便及び座席数の増加は朗報と言える。

新ごみ処理焼却施設

供用開始

平成 26 年６月に着工した、新ごみ焼却施設は、施設本体の建設工事が平成 27 年 12 月に完了。

消防検査、建築確認検査等を経て、平成 28 年１月に火入れを行い、負荷試験運転後、本格的

な供用開始は平成 28 年４月からとなる。

宮古島市文化ホール

(マティダ市民劇場) 

開館 20 周年

劇場型多目的芸術ホールとして平成 8 年 5 月に開館したマティダ市民劇場は、今年で 20 周年

を迎える。今年は一般を対象とした「劇団ぴん座」を立ち上げ、3 月に公演を行う。

第 32 回全日本トラ
イアスロン宮古島大
会開催

参加定員が前大会より 200 名増の 1700 名に！

沖縄県消防指令セン

ター運用開始

県内 14 本部及び 12 非常備町村が共同運用を進めてきた、沖縄県消防指令センターが平成 28

年 4 月から本格運用が始まる。宮古島市からの 119 番通報を沖縄県消防指令センターで受け

ることになります。

伊良部島での国営か

んがい排水整備事業

が始まる

これまで仲原地下ダムから伊良部大橋までの整備事業が行われており、平成 28 年より本格的

に伊良部島での整備事業が行われる事になっている。これにより、農業生産の基盤となる水利

条件が整備され、農業用水の安定供給等に繋がり、伊良部島での農業の更なる発展に期待が持

てる。

下地島空港の利活用

事業が大きく動き出 

す

県は下地島空港の利活用について、プライベートジェット機受入れ、パイロットの育成訓練、

リゾート展開などを提案する各事業者と最終的な詰めの協議を進めている。市はこれまで国際

線の就航を視野に入れた下地島空港の利活用を要請してきており、国際線の就航をはじめ、幅

広い空港機能を備えた本格的空港としての利活用に向け大きく動き出すことが期待される。

2016 今年の主な話題

「
教
育
環
境
の
更
な
る
向
上
」
を
目
指
し
て

宮
古
島
市
教
育
委
員
会
　
教
育
長
　
宮
國
　
博

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち

溢
れ
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
本
市
教
育
行
政
に
対
し
、
格
別
な
る

ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
圏
域
住
民
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
伊
良

部
大
橋
が
開
通
し
、
生
活
の
利
便
性
の
向
上
、
観
光

産
業
・
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
な
転
機
の
年
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
町
村
合
併
10
周
年
の
節
目
の
年
で
、
こ

れ
ま
で
の
教
育
行
政
を
振
り
返
り
な
が
ら
本
市
教
育

行
政
の
重
要
施
策
で
あ
る
学
力
向
上
、
子
育
て
環
境

の
改
善
、
学
校
規
模
適
正
化
、
生
涯
学
習
、
文
化

振
興
等
の
課
題
解
決
に
向
け
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
特
に
学
校
規
模
適
正
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
鏡
原

小
学
校
と
宮
原
小
学
校
を
統
合
し
、
過
小
規
模
校
・

小
規
模
校
の
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。伊
良
部
地
区
小
中
一
貫
学
校「
結

の
橋
学
園
」
学
校
建
設
に
お
い
て
は
、
教
育
課
程
の

基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
、
更
に
、
校
地
取
得
や
施
設

の
基
本
設
計
等
の
予
算
が
計
上
さ
れ
、
学
校
建
設
に

向
け
て
一
歩
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
子
育
て
環
境
の
改
善
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
預
か
り
保
育
を
全
園
児
を
対
象
に
拡

大
し
、
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を
図
る
等
教
育
環

境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
生
涯
学
習
、
文
化
振
興
の
面
で
は
、
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
や
、
こ
れ
ま
で
の
総
合

文
化
祭
を
例
年
よ
り
規
模
を
拡
大
し
て
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
面
で
の
活
躍

も
大
変
喜
ば
し
く
、
保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆

様
方
の
ご
支
援
の
賜
だ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
教
育
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
市
長
と
教
育
委
員
会
の
協
議
の
場
で
あ
る

「
総
合
教
育
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
地
域
の
実
情
に

即
し
た
教
育
、
学
術
及
び
文
化
の
振
興
に
関
す
る

総
合
的
施
策
と
位
置
づ
け
る「
教
育
大
綱
」が
協
議・

策
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
こ
の
大
綱
の
下

に
教
育
行
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
も
、「
郷
土
の
文
化
と
自
然
に
誇
り
を
持
ち
、

心
豊
か
で
創
造
性
・
社
会
性
・
国
際
性
に
富
む
人

材
育
成
と
生
涯
学
習
の
振
興
」
を
基
本
理
念
と
し
、

山
積
す
る
教
育
行
政
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
様
方
の
期
待
に
添
う
べ
く
教

育
委
員
会
一
丸
と
な
っ
て
教
育
の
振
興
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
こ
の
一
年
が
市
民
の
皆
様
方
に
と
り

ま
し
て
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

宮
古
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市
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育
委
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2015        宮古島市の   重大ニュース

夢の伊良部大橋開通（１月３１日）

市民が長く待望していた伊良部大橋が、1 月 31 日開通し、開通式典に続いて、 伊良部地区・

久松地区から選ばれた三世代夫婦を先頭に渡り初めが行われた。総工費 395 億円をかけて

建設された伊良部大橋は、全長 4,310 メートル、橋梁部分は 3,540 メートルで、無料で渡

れる橋としては国内最長となる。

クルーズ船が定期入港（７月２８日）

スタークルーズ社の大型クルーズ船「スーパースター・リブラ」号が、7 月 28 日平良港

に入港した。大型クルーズ船の平良港への入港は 2008 年以来となる。週に１回、10 月末

まで 13 回の入港があり宮古の観光客増加に大きく寄与することになった。

肉用牛競り販売実績過去最高の３３億２３０７万円を記録（３月１９日）

宮古地区の平成 26 年度肉用牛競り販売実績は、全国的な子牛 ( 素牛 ) 不足等を背景に、こ

れまで最高となっていた平成 25 年度実績を 1 億 3 千万円上回る 33 億 2307 万円となり、

過去最高を更新した。平成 27 年度も高値傾向が続いており、更に従来の販売記録を更新

する可能性がが高い。

サンエー、スポーツ観光交流施設に隣接して大型出店計画を発表（8 月 31 日）

株式会社サンエーの上地哲誠社長は、8 月 31 日に記者会見を開き、市が宮古空港東側に

建設を進める宮古島市スポーツ観光交流拠点施設に隣接して大型の店舗「サンエー宮古島

シティ」の出店計画を発表した。計画では 2018 年の春頃に建設工事に着手し、2019 年秋

のオープンを予定している。

スポーツ観光交流拠点施設建設工事着工 (8 月 30 日 )

スポーツ観光交流拠点施設の建設工事合同安全祈願祭が、8 月 30 日、空港東側の建設予

定地で行われ、市や工事関係者など大勢が参加して工事期間中の安全を祈った。市が一括

交付金を活用して整備するスポーツ観光交流拠点施設は、5000 人収容可能な施設で、総

事業費は 43 億円余り。供用開始は平成 29 年 4 月を予定している。

スカイマーク航空宮古路線から撤退（３月２９日）

平成 23 年 9 月に宮古 - 那覇路線に就航し航空運賃の低価格化を先導してきたスカイマー

ク航空が、経営難等を理由に 3 月 29 日、宮古 - 那覇路線から撤退した。これによって宮

古の住民の間には、航空運賃への影響を懸念する声が広がった。

宮古島市市制施行 10 周年の節目を迎える（１０月１日）

平成 17 年の合併から 10 年の節目を迎えた宮古島市は、合併記念日となる 10 月 1 日に、「市

制施行 10 周年記念式典」と祝賀会を開催し、市民や多くの関係者が出席して、10 周年の

節目を祝うと共に市の更なる発展に向け決意を新たにした。

子宮頸がんワクチン副反応疑い接種者への渡航費等助成支援実施

市は 6 月から子宮頸がんワクチンによる副反応の疑いのある接種者を支援するため、渡航

費や医療費の助成制度をスタートした。この支援制度は県内の他の自治体や、県の支援策

に先駆けて行われるもので、これと同時に全接種者の実態把握のためのアンケート調査も

実施した。

ハワイ州マウイ郡姉妹都市締結 50 周 年で郡長一行来島 (10 月 2 日 )

市とハワイ州マウイ郡の姉妹都市締結 50 周年を祝う記念式典が、10 月２日、市役所平良

庁舎ロビーで行われた。式典にはマウイ郡のアラン・アラカワ郡長らも参加し、50 年の節

目を祝うと共に今後ますますの交流発展を祈念した。

宮古島市全戦没者追悼式を初めて開催（６月２３日）

慰霊の日に併せて、6 月 23 日、市主催の「宮古島市全戦没者追悼式及び平和記念式典」が

初めてマティダ市民劇場で開催され、下地敏彦市長が平和宣言を行うと共に、多くの市民

が参席して恒久平和への誓いを新たにした。

伊良部大橋でフラダンスギネス世界記録 1500 人を達成 (10 月 3 日 )

市制施行 10 周年記念行事の一環として、10 月３日、伊良部大橋で、同時にフラダンス

を踊る人数の世界記録を目指したギネス記録挑戦が行われ、これまでの 1487 人を上回る

1509 人によるフラダンスが認められギネス世界記録に認定された

地域経済活性化を目指しプレミアム商品券販売（７月７日）

地域経済の活性化を目指し、宮古島商工会議所は、７月７日から４種類のプレミアム商品

券を販売した。プレミアム商品券は、国の地域住民生活等緊急支援のための交付金を活用

して行われた。これによって新たに３億５千万円程度の消費が生まれた。

沖縄県畜産共進会３６年ぶりに宮古島開催（１０月２５日）

市では 36 年ぶりの開催となる第 41 回沖縄県畜産共進会の肉用牛部門が、10 月 25 日、Ｊ

Ａおきなわ宮古家畜市場で開催され、県内各地区から選抜された優良牛が優劣を競った。

宮古勢では、成雌１類の部で下地文男さん所有の「ゆりこ」号が優秀２席に入るなどの活

躍を見せた。


